
　

広
報
た
は
ら
９
月
号
な
ど
で
募
集
し

た
再
開
発
ビ
ル
の
愛
称
は
、
市
内
外
か
ら

１
７
７
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
小こ

寺で
ら

光み
つ

雄お

さ

ん
（
北
海
道
札
幌
市
）
の
作
品
「
セ
ン
ト

フ
ァ
ー
レ
」が
愛
称
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
」
は
、
英
語
で
中
心

街
と
い
う
意
味
の
セ
ン
ト
ラ
ル
、
イ
タ
リ

ア
語
で
創
造
す
る
と
い
う
意
味
の
フ
ァ
ー

レ
を
つ
な
げ
た
も
の
で
、
中
心
地
区
に
誕

生
す
る
再
開
発
ビ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
致

し
ま
し
た
。

▼
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
事
務
局
（
田
原

市
役
所
内
）
5
24
局
２
３
４
５

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
行
政
手
続
き
を
す
る
際
に
、
本
人
確

認
を
行
う
た
め
の
電
子
証
明
書
を
提
供
す

る
も
の
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

情
報
セ
ン
タ
ー
（
5
22
局
７
２
０
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
場
所
＝
市
民
課
市
民
係　

▼
受

付
時
間
＝
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
４
時　

▼
手
数
料
＝
５
０
０
円
／
た
だ

し
、
３
月
末
ま
で
は
無
料　

▼
必
要
な
も

の
＝
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
写
真
付
き

身
分
証
明
書
（
公
的
機
関
発
行
の
も
の
）

▼
市
民
課
5
23
局
３
５
１
１

　

赤
羽
根
支
所
で
は
、
愛
知
県
収
入
証
紙

の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
１
種
類
に
つ
き
20
枚
以
上
の
証

紙
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
生
活
課
（
赤
羽
根
支
所
）

5
45
局
３
１
１
１

　

田
原
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
適

正
な
賃
借
料
の
目
安
と
し
て
「
標
準
小
作

料
」
を
定
め
て
い
ま
す
が
、
３
月
か
ら
次

の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
標
準
小
作
料
（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
・

年
額
）
＝
田
・
１
万
５
０
０
０
円
／

畑
・
１
万
８
０
０
０
円

▼
田
原
市
農
業
委
員
会
（
農
政
課
内
）

5
23
局
３
５
１
９
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愛
知
県
収
入
証
紙
の
販
売
を
始
め

ま
し
た

(51,820千m3)（％）
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節水注意線

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

２
月
20
日

２
月
10
日

２
月
１
日

１
月
20
日

１
月
10
日

１
月
１
日

12
月
20
日

12
月
10
日

12
月
１
日

11
月
20
日

11
月
10
日

11
月
１
日

節水注意線とは、
この値を下回ると節水への注意が
必要となる値のことをいいます。

２/20現在
69.6％

■宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率 ■市内３河川の水質調査結果

引っ越しによる
水道の開始・中止の手続きを忘れずに

川沿いのゴミが目立ちます
ゴミは必ず持ち帰りましょう

ç

ç

再
開
発
ビ
ル
の
愛
称
決
定

「
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
」

標
準
小
作
料
の
改
定

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

お
知
ら
せ




